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岡
山
に
事
務
局
設
置

　
難
民
支
援
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
世
界
三
十
三
力
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
が
参
加

し
た
「
別
お
か
や
ま
国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ヅ
ト
」
　
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
Ｈ
‥
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

＝
な
ど
主
催
）
は
最
終
日
の
二
十
六
日
、
東
京
都
内
で
総
括
会
議
を
開
き
、
「
日
本
と
世
界
各

地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
国
連
機
関
や
各
国
政
府
と
も
連
携
を
取
り
な
が

ら
協
力
し
て
い
く
」
と
い
う
東
京
宣
言
を
採
択
、
一
週
間
に
わ
た
る
会
議
の
幕
を
閉
じ
た
。

市
民
運
動
の

盛
り
上
げ
図
る

　
こ
の
日
決
ま
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
名
称
は
「
緊
急
救
援
と

開
発
の
た
め
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
（
Ｉ
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｄ
）

で
、
事
務
局
を
岡
山
市
の
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
事
務
局
内
に
置
き
、
事
務

局
長
に
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波
茂

代
表
が
就
任
し
た
。

岡
山
に
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ヴ
ト

ワ
ー
ク
の
事
務
局
設
置
を
決

め
た
「
Ｉ
お
か
や
ま
国
際
賃

―
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
」
の
総

括
会
議

　
東
京
宣
言
に
基
づ
き
Ｉ
Ｎ
Ｎ

Ｅ
Ｄ
で
は
今
後
、
①
年
一
回
以

上
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
発
行
す

る
②
各
国
の
災
害
事
情
、
資

金
確
保
状
況
な
ど
の
情
報
交
換

の
場
を
提
供
す
る
③
組
織
間

の
協
力
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ヽ
エ
ク
ト

を
推
進
す
る
④
国
運
機
関
、
今

回
の
サ
ミ
ッ
ト
参
加
国
の
政

府
に
も
報
告
書
を
送
付
し
連

携
、
協
力
を
呼
び
掛
け
る
Ｉ

な
ど
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
。
　
さ
ら
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
や
岡
山
県

加
茂
川
町
な
ど
の
地
方
自
治

体
、
宗
教
者
グ
ル
ー
プ
が
中
核

に
な
っ
て
、
近
く
「
国
際
貢
献

人
道
援
助
機
関
連
絡
協
議
会
」

　
（
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
）
を
結
成
、
Ｉ

Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｄ
と
連
携
し
て
、
市
民

運
動
を
盛
り
上
げ
て
い
く
方

　
二
十
日
、
岡
山
市
で
開

幕
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト

は
全
日
程
を
終
了
し

た
。
サ
ミ
ッ
ト
を
後

援
し
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世

界
保
健
機
関
）
の
安

川
隆
子
・
緊
急
人
道

援
前
部
医
療
指
導
者

日
日
ス
イ
ス
在
住
日
‥

は
、
「
各
国
の
地
域

レ
ベ
ル
で
活
動
す
る

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
こ
れ
ほ
ど

集
ま
っ
て
討
議
し
た

こ
と
は
珍
し
く
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
と
の
関
係
を
強

鮒　
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｄ
の
初
代
事
務
局

長
に
選
ば
れ
た
菅
波
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

代
表
は
「
こ
れ
ま
で
緊
急
救
援

活
動
を
行
お
う
と
し
て
も
、
現

地
の
本
当
の
ニ
ー
ズ
が
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
現
地
の

状
況
を
熟
知
し
た
各
国
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
互
い
に
協
力
す
る
こ
と

で
、
よ
り
効
率
的
な
援
助
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
」
と
抱
負
を

話
し
て
い
た
。

際
貢
献
の
す
そ
野
を
広
げ

る
意
味
で
高
く
評
価
で
き

りに期待すそ野の広が

め
つ
つ
あ
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
と
し

て
も
意
義
深
い
。
内
容
が

薄
い
感
の
あ
る
日
本
の
国

る
」
と
話
す
。

　
し
か
し
、
サ
ミ
ッ

ト
に
参
加
し
た
日
本

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
岡
山

県
下
の
団
体
が
中

心
。
、
「
今
テ
ー
マ
の

緊
急
救
援
に
関
す
る

Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
東
京
に
本

拠
の
あ
る
と
こ
ろ
が

多
く
、
岡
山
ま
で
の

距
離
の
速
さ
を
感
じ

た
」
　
（
菅
波
代
表
）

な
ど
、
国
内
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
の
関
係
強
化
が
今
後
の

課
題
と
し
て
残
っ
た
。
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